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先週は､米国の長期金利上昇が一服したことから
株式市場では買い安心感が広がり､米S&P500指数
は8月半ば以来となる最高値を更新､日経平均株価
は一時約3ヵ月ぶりに7万円の大台を回復しました。
週間騰落率では､S&P500指数は+1.2%､ナスダッ
ク総合指数は+0.6％､独DAX指数▲0.6%､日経平
均株価は+1.1%と4週続伸で終えました｡10年国
債利回りは､米国が前週末比▲3bpの5.24%､ドイ
ツは+2bpの3.48%､日本は同▲8bpの3.02%で引
けました｡ドル円相場は､157円半ば～158円半ば
の狭いレンジで､もみ合いが続きました。
今週は､米インフレ指標に注目が集まります｡市

場では10月FOMCは政策変更なしとの見方が大勢
ですが､今週発表の9月CPIが上振れた場合､10月利
上げ観測が再燃する可能性があり注意が必要です｡
今週は半導体製造大手のASML（蘭､14日）とTSMC
（台湾､15日）の決算発表があり､受注ガイダンスと
世界の半導体関連株の反応が注目されます。

9月のグローバル総合PMIは54.3に上昇し､2023年5月以来の高水準となりました。製造業PMIとサービス
業PMIが揃って改善を続けており、世界経済の成長の裾野が広がっていることが示唆されています

★：りそな景気先行指数関連指標

◆日・9月企業物価指数 （13日）

★米・9月NFIB中小企業楽観指数 （13日）

◆米・9月コアCPI （14日）

◆米・9月小売売上高 （15日）

◆米・9月PPI （15日）

◆米・10月フィラデルフィア連銀景況指数 （15日）
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【出所】 ブルームバーグの公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

【出所】 Haver Analytics、ブルームバーグの公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成※世界株式：MSCI-World 指数（現地通貨建て、配当込み）
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・物価

（テーパリング示唆による金利急騰）

次回は 2026年10月19日 発行予定です

TOPIX(東証株価指数)とS&P500指数の一株当り利益(EPS)はいずれも2028年にかけて連続2桁増益が予想さ
れています｡この先､両指数はこの収益の伸びを織り込みながらレンジを切り上げる展開が見込まれます

足元で日･米の10年国債利回りは上昇したものの(先週末時点:米5.24%､日3.02%)､いずれも名目GDP成長率
(2026年4-6月期時点：米6.3%､日3.4%)を下回っており､持続的な経済成長を支える緩和的水準を維持しています

【出所】 ブルームバーグの公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

【出所】 ブルームバーグの公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

※2026年10月6日時点。LSEGの公表データに基づき作成。

：米国 景気後退局面
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